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１．はじめに　
　―お金があることの弊害―
　前号では、ボストンの氷を灼熱のカリブ海諸国に
送り、最終的には大成功をおさめて「氷王」と呼ば
れたフレデリック・テューダーの話を書いた。そし
てそこでは、「有り余るほどの資産を持っていた」こ
とが、事業成功の足枷になることを紹介した。そし
てそれは、特許事務所の場合でも同じであることを

述べた。
　ここで、実は「初期投資をいかに少なくするか」
というのは、実際の経営の現場では「頭を使うこと」
と同義である。かのトヨタ自動車でも、「お金を使
うな。頭を使え」というようなことが言われるよう
だ。これは、「お金を使う代わりに、頭を使え」（要は、
お金を使わせない）ということなのであるが、こん
なに資金がたくさんある会社でも、こと投資や出資
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に対してはケチるかのように振る舞う。それは、あ
えてお金を使わないことがどんなに大事なことであ
るか、そしてそれが人間の能力をいかに引き出すこ
とになるのかということを、よく知っているからで
ある。
　こうしたことから、あえて初期投資を絞る形で

「予算」というものが組まれる。すなわち、「予算を
組む」ということは、「それができる限界値まで、使
えるお金を絞ることによって、当事者の知恵を働
かせるようにする」というのが本来的な目的である。
しかしながら、これを勘違いして、多くの人は、よ
り多くの予算を獲得することに奔走する。けれども、
多くの予算を取ることに成功して、お金がジャブ
ジャブあるようなところというのは、何も考えずに
お金が使われるだけなのだ。そう、頭を使う代わり
に、お金が使われることになってしまうのである１。
　もっと言えば、予算制度というのはそもそも、事
業の目的達成のために頭を使わせるために存在す
るのに対し、予算を獲得する方に頭が使われてしま
うという事態に陥る。このようにして、予算制度が
独り歩きするようになると、その組織のリソースが、
あらぬ方向に使われることとなってしまい、組織と
いうのは弱体化する方向に向かう。これは今の日本
においても、公的機関であると、私企業であると、
予算制度の弊害とそれによる組織の弱体化というの
は、随所に見られることである。
　より具体的に言えば、「お金を使うな」（＝「少な
い予算で何とかしろ」）イコール「頭を使え」とい
うことなのである。なので、少ない予算の中で必死
になって頭を使って成果を出そうとしているうちは、

「予算制度」というのは上手く機能するが、「多くの
予算を獲得し、使い切る」ことだけを考える者の比
率がある程度以上になってくると、その組織は崩壊
に向かうものだ。
　いずれにしろ、無くては困るのもお金であるが、
あって困るのもお金である。要は、お金の使い方を
どのようにするかで、企業の経営というのは決まっ
てしまうものであるし、経営者のお金の使い方のポ
リシーによって、その企業の行く末というのはほぼ
決まってしまうものなのだ。
　また、お金というのは、人間から考える力を奪っ
てしまうものであるということをきちんと自覚して

おかないと、いつの間にかその魔力に取りつかれて
しまい、大きな失敗をしてしまうことになるのであ
る。
　更には、「制限があることのありがたさ」というこ
とで、「制限があるからこそ、その範囲内で何とか
しようと頭をひねる」ということの重要性も、もっ
と真剣に考えられるべきだと思われる。

２．儲かりそうなところには殺到する
　－新規事業開拓の盲点－
　上記のこととは並行して、いかなる場合であって
も「初期投資を抑え、“死の谷”を生きて最後までの
り切ること」の先に成功があること、要は「「生き残
ること」が「成功すること」である」ということを述
べてきた。この「とにかく初期の時期に潰れないで、
生き残る」ことの大事さは、言い過ぎることがない
くらいに重要である。
　そしてこれは、新たな事業（新規事業）を立ち上
げる際にも問題となる。この場合も、「初期投資を
抑え、“死の谷”を生きて最後までのり切ること」の
先に成功があることは同じである。そしてこれがあ
るからこそ、時期を見て“機会”（新たなニーズ）を
伺い、それが見出された時点で、そこに経営資源を
投入するということになる。そしてそれを繰り返し
て行うのが企業活動であるとも言える。
　しかし、企業に属する知財人材の多くは、特に企
業間での激しい競争を見てきた方々においては、こ
うした成功がそう長く続かないことを知っている。
そう、一度「儲かりそうだ！」ということが明らか
になったところには、多くの企業が殺到するのであ
る。それはあたかも、一時のカリフォルニアのゴー
ルドラッシュのようなものである。「そこに金があ
る！」ということになってしまえば、皆がそこに殺
到するわけである。
　ここで、潮干狩りなんかの場合には、よく捕れる
場所が見つかると、それを周囲には隠すことで防衛
する。これはよく行われることである。しかし、そ
れは「秘密を保持できる」大きさであるから、それ
ができるわけである。ところが、ある程度の規模に
なると、それはどうしても隠しきれなくなる。なの
で、結局は、先のゴールドラッシュのように、猫も
杓子もそこに殺到することとなるのである。


